
梅
雨
明
け
と
同
時
に
、
今
年
は
猛
暑
到
来
し
、
Ｔ
Ｖ
で

死
者
が
出
た
と
、
連
日
熱
中
症
予
防
法
を
報
ず
る
有
様
。

関
東
は
今
日
も
暑
い
！
実
は
例
年
暑
さ
を
避
け
、
近
く
の

森
に
退
避
し
て
公
園
で
私
は
本
を
読
む
こ
と
が
通
例
で
あ

る
が
、
今
年
は
特
に
書
斎
の
窓
の
簾
を
外
し
、
外
側
に
よ

し
ず
を
張
り
時
々
散
水
す
る
よ
う
に
し
て
、
書
斎
で
も
本

が
読
め
る
環
境
を
整
え
た
。
読
後
感
を
記
す
が
、
熱
い
夏

を
一
層
熱
く
さ
せ
た
一
冊
の
本
で
あ
っ
た
。
概
略
目
を

通
し
た
後
、
再
度
の
読
了
に
一
週
間
程
を
要
し
た
。

昔
同
人
誌
「
え
ぞ
う
ぷ(=

イ
ソ
ッ
プ)
」
の
仲
間
で
、

松
本
で
塾
経
営
の
守
屋
義
雄
君
と
電
話
で
、
私
の
次
作

「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の
序
文
を
、
依
頼
で
き
る
人
は
居
な

い
か
と
相
談
し
た
の
が
切
欠
で
あ
る
。
あ
る
反
体
制
派
ジ
ャ

-

ナ
リ
ス
ト
の
著
作
に
つ
い
て
紹
介
を
受
け
た
。
本
は

三
百
数
十
頁
に
及
ぶ
長
編
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。
こ
の
範
疇
の
作
品
は
、
今
ま
で
柳
田
邦
男
の
作
品

を
少
し
読
ん
だ
位
で
あ
っ
た
の
で
興
味
が
湧
い
た
。

著
作
は
守
屋
君
の
大
学
先
輩
の
一
人
、
京
大
仏
文
卒
の

梅
本
浩
志
氏
著
、
『
島
崎
こ
ま
子
の
「
夜
明
け
前
」
』
と

い
う
作
品
で
あ
る
。
「
治
安
維
持
法
」
渦
巻
く
京
都
に
暮

す
、
文
豪
島
崎
藤
村
の
姪
の
島
崎
こ
ま
子
を
描
い
て
い
る
。

大
正
二
年(

一
九
一
三
年)

四
十
一
歳
の
藤
村
は
、
妻
冬

子
が
先
立
っ
た
寂
し
さ
の
故
な
の
か
、
手
伝
い
に
来
て
い

た
姪
の
こ
ま
子
を
閨
に
襲
い
、
妊
娠
さ
せ
仏
国
に
逃
げ
た
。

後
に
小
説
の
「
新
生
」
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
女
性
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
藤
村
フ
ァ
ン
な
ら
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

藤
村
と
姪
の
こ
ま
子
の
恋
愛
に
つ
い
て
は
、
芥
川
龍
之

介
、
広
津
和
郎
、
林
芙
美
子
、
河
上
肇
等
、
作
品
「
新
生
」

も
し
く
わ
救
貧
院
の
ル
ポ
、
あ
る
い
は
「
夜
明
け
前
」
の

獄
中
評
を
通
じ
て
批
判
的
な
見
解
が
多
い
。
作
者
は
従
来

説
と
異
な
る
視
点
か
ら
、
第
一
章
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
、
二

人
の
愛
を
捉
え
て
い
る
の
が
と
て
も
共
感
で
き
た
。
中
世

ヨ-

ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
中
心
的
存
在
の
ア
ベ
ラ
ー

ズ
と
エ
ロ
イ
ー
ズ
の
物
語
と
同
質
だ
と
い
う
観
点
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
林
芙
美
子
の
ル
ポ
の
如
く
、
女
性
の
視
点
で
、

藤
村
や
長
谷
川
博
を
卑
劣
男
と
断
じ
て
は
い
な
い
。

第
二
章
「
こ
ま
子
の
『
夜
明
け
前
』
」
は
圧
巻
で
あ
る
。

島
崎
藤
村
は
そ
の
後
、
大
作
「
夜
明
け
前
」
の
創
作
に

打
ち
こ
む
。
一
方
の
島
崎
こ
ま
子
は
、
三
高
洛
水
寮
の
賄

婦
を
皮
切
り
に
、
一
転
し
て
京
都
大
学
社
会
科
学
研
究
会

(

京
大
社
研)

合
宿
所
の
寮
母
と
し
て
、
最
も
危
険
な
場
所

に
こ
ま
子
は
身
を
置
く
。
体
制
変
革
を
目
指
す
日
本
の
学

究
徒
メ
ッ
カ
、
京
大
社
研
を
襲
う
特
高
警
察
と
壮
絶
に
戦

う
左
翼
活
動
家
、
島
崎
こ
ま
子
の
「
そ
の
後
」
を
詳
細
に

描
き
、
最
後
は
赤
貧
で
行
倒
れ
板
橋
救
貧
院
に
収
容
さ
れ

る
境
遇
に
ま
で
落
ち
ぶ
れ
る
。
回
復
後
に
婦
人
公
論
に
手

記
発
表
、
や
が
て
郷
里
妻
籠
に
返
る
と
い
う
一
生
で
あ
る
。

偉
大
な
叔
父
を
愛
し
た
ば
か
り
に
、
悲
惨
な
運
命
に
翻
弄

さ
れ
た
こ
ま
子
、
藤
村
「
夜
明
け
前
」
に
比
す
題
を
冠
し

て
、
見
事
な
渾
身
の
文
学
ル
ポ
ル
ダ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

当
時
ノ
ン
ポ
リ
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
本
の
内
容
は

正
直
言
っ
て
難
解
だ
っ
た
。
何
故
な
ら
作
者
の
思
い
入
れ

の
強
さ
か
ら
か
、
在
学
中
「
学
園
評
論
」
元
編
集
長
の
切

口
の
た
め
か
、
伏
線
の
「
京
大
ケ
ル
ン
」
結
成
者
た
ち
、

左
翼
学
生
運
動
の
指
導
的
闘
士
、
獄
死
の
永
島
孝
雄
や
布

施
杜
生
の
活
動
状
況
が
延
々
と
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
梅
本
氏
の
走
る
文
体
は
、
む
べ
な
る
か
な
の
真
骨

頂
と
一
見
み
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
権
力
闘
争
で
散
っ

た
若
者
へ
の
作
者
の
鎮
魂
の
メ
ッ
セ-

ジ
と
も
と
れ
る
折

角
の
く
だ
り
が
、
私
に
は
逆
に
読
ん
で
い
た
冗
長
で
退
屈

だ
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
島
崎
こ
ま
子
が
、
学
生
活
動

家
に
同
志
愛
を
感
じ
て
長
谷
川
博
に
身
を
任
せ
て
妊
娠
、

女
児
「
紅
子
」
を
産
む
の
だ
が
、
年
下
の
夫
の
刑
務
所
帰

り
後
の
裏
切
り
の
く
だ
り
の
描
写
が
簡
単
に
過
ぎ
る
の
で

あ
る
。
勿
論
そ
う
い
う
時
代
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
が
。
明
治
文
壇
の
頂
点
で
絶
頂
期
を
迎
え
、

「
夜
明
け
前
」
を
完
成
さ
せ
て
燃
え
尽
き
症
候
群
的
状
態

の
藤
村
を
、
異
聞
こ
ま
子
の
婦
人
公
論
手
記
「
悲
劇
の
自

伝
」
が
追
討
ち
を
掛
け
た
。
私
に
気
軽
に
読
め
る
作
品

で
は
な
い
と
自
覚
さ
せ
た
原
因
は
此
処
に
も
あ
っ
た
。

第
三
章
「
『
狂
』
の
世
界
」
は
付
け
た
り
で
あ
る
。
ロ

シ
ア
作
家
ガ
ル
シ
ン
や
智
恵
子
の
「
狂
」
に
、
座
敷
牢
の

藤
村
の
父
や
姉
を
重
ね
合
わ
せ
た
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。

最
後
に
、
梅
本
浩
志
氏
は
、
本
の
巻
末
の
あ
と
が
き
で
、

木
曾
の
山
中
の
生
活
を
以
下
記
し
て
い
る
。

〈
私
が
毎
年
夏
、
暑
を
避
け
て
、
地
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
信
州
・
木
曽
路
の
山
奥
二
週
間
前
後
逗
留
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
う
十
数
年
に
な
る
。
旧
中
仙
道(

現
国
道
十
九
号
線)

も
本
山
宿
に
近
い
贄
川
の
入
口
に
建
つ
「
こ
れ
よ
り
木
曽
路
」

に
え
か
わ

の
石
碑
近
く
か
ら
山
中
に
入
り
、
標
高
一
一
〇
〇
㍍
の
地
点
に

到
達
す
る
。
ま
さ
に
こ
こ
は
木
曾
山
中
で
あ
る
。
「
夜
明
け
前
」

の
舞
台
の
端
だ
と
言
え
ば
言
え
る
。
冷
た
い
水
と
う
ま
い
空
気

と
鮮
や
か
な
緑
が
こ
の
上
な
い
ご
馳
走
の
山
の
孤
島
だ
。(

中

略)

と
り
わ
け
島
崎
藤
村
の
作
品
を
、
こ
の
木
曾
の
山
中
で
読

む
の
は
至
悦
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
「
夜
明
け
前
」
や

「
家
」
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
き
な
ど
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た

馬
籠
、
妻
籠
、
中
津
川
、
木
曽
福
島
、
奈
良
井
宿
な
ど
を
訪
ね

て
み
た
り
す
る
の
だ
が
、
藤
村
の
描
い
た
世
界
の
跡
を
直
接
確

か
め
ら
れ
て
、
味
わ
い
も
深
く
な
る
。
〉

避
暑
に
は
、
確
か
に
木
曾
は
格
好
の
場
所
で
あ
る
。

自
然
と
の
共
生
を
熱
く
語
る
京
大
文
卒
の
守
屋
君
は
現

在
、
木
曾
の
山
中
の
旧
楢
川
村
桑
埼
に
あ
る
元
分
校
を
山

荘
と
称
し
、
実
験
塾
を
開
設
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
前
著

巻
末
で
梅
村
氏
の
い
う
木
曾
の
山
奥
と
は
、
此
処
で
は
な

い
か
と
拝
察
し
た
。
私
も
木
曾
福
島
の
宿
に
滞
在
し
た
こ

と
が
あ
る
。
あ
れ
は
丁
度
お
盆
の
頃
で
、
家
内
と
二
人
し

て
町
の
盆
踊
大
会
に
気
軽
に
参
加
し
た
記
憶
が
あ
る
。

梅
村
浩
志
氏
に
、
八
月
末
木
曾
で
お
逢
い
し
て
、
次
作

「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の
序
文
を
お
願
い
す
る
予
定
で
い
る
。

了
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平
成
十
七
年
八
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九
日

異
聞
・
島
崎
こ
ま
子

た
な
か
踏
基


